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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
座
右
の
銘
「
至
誠
通
天
」。
こ
れ
は
何
事
も
誠

を
尽
く
せ
ば
、
必
ず
天
に
通
じ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

本
年
も
心
し
て
市
政
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
の
市
長
選
挙
で

皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
藤
井
市
政
２
期

目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
春
に
は
東
京
で

「
観
音
の
里
の
祈
り
と
く
ら
し
展
」
を
開
催
し
大
反
響

を
呼
び
、
秋
に
は
西
浅
井
町
菅
浦
の
湖
岸
集
落
が
、

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
「
黒

田
官
兵
衛
博
覧
会
」
で
は
、
全
国
か
ら
約
35
万
人
の

観
光
客
を
お
迎
え
し
、「
戦
国
の
聖
地
長
浜
」
の
魅
力

を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
浜

曳
山
祭
り
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
目

指
し
、
２
０
１
６
年
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
す

る
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
多
く
あ
っ
た
一
年
で
し
た
。

一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
長

浜
を
考
え
た
と
き
、
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
「
人
づ

く
り
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
広
が
り
、
仲
睦
ま
じ
い
親

子
の
姿
が
あ
ふ
れ
る
長
浜
に
し
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
就
職
、
結
婚
、
子
育
て
、

教
育
な
ど
一
連
の
施
策
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
の
成

長
に
あ
わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
取
組
み
に

力
を
い
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
｠

今
年
は
、
い
よ
い
よ
「
小
谷
城
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
着
工
に
向
け
て
大
き
く
動
き
だ
し

ま
す
。
ま
た
、
長
浜
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
長
浜
駅

周
辺
地
区
再
開
発
整
備
事
業
は
、
い
よ
い
よ
２
月
上

旬
に
南
地
区
で
新
し
い
大
型
ス
ー
パ
ー
が
開
業
と
な

り
、
引
き
続
き
東
地
区
、
北
地
区
の
事
業
に
着
手
し

「
長
浜
の
玄
関
・
顔
」
づ
く
り
を
力
強
く
進
め
ま
す
。

そ
し
て
待
望
の
新
庁
舎
が
よ
う
や
く
完
成
し
、
今

月
５
日
か
ら
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
新
庁
舎
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
、「
親
し
み
」
や
「
温
も
り
」
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
私
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
皆
さ
ん
を
お
迎

え
い
た
し
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
本
格
的
な
「
地
方
創
生
」
の
時
代

で
す
。
地
方
が
元
気
で
栄
え
る
こ
と
が
国
を
発
展
さ

せ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
特
に
北
部
地
域
振
興

策
な
ど
各
分
野
で
の
「
長
浜
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
図
り
、

積
極
的
な
施
策
を
国
に
提
言
し
、
魅
力
あ
る
力
強
い

郷
土
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
決
意
で
す
。

昨
年
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
佐
藤
真
海
さ
ん
と
対

談
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼
女
か

ら
「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
は
与
え
ら
れ
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
併
後
の
長
浜

に
は
、
課
題
・
難
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
言

葉
を
い
つ
も
肝
に
銘
じ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
安
全
で
安
心
、
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
、
そ
し
て
、
全
国
で
も
キ
ラ
リ
と
光
る
12
万
都

市
長
浜
を
目
指
し
て
、
強
い
使
命
感
と
情
熱
を
も
っ

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
夢

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
　
至
誠
通
天

長
浜
市
長
　
藤

井

勇

治新庁舎　市長室

新
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市
行
政
推
進
の
拠
点
と
し
て
、
八
幡
東

町
に
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
庁
舎
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
１
月
５
日
（
月
）
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
特
長

新
庁
舎
は
６
階
建
。
１
階
、
２
階
に
窓

口
部
門
を
配
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
確
保
を
図
っ
た
ほ
か
、
庁
舎
内
に
市

民
利
用
ス
ペ
ー
ス
（
多
目
的
ル
ー
ム
）
を

設
け
、
休
日
や
時
間
外
に
も
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
執
務
室
と
は
切
り
離
し
て
管

理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
震
度
６
強
程
度
の
大

地
震
時
で
も
安
心
し
て
使
用
で
き

る
構
造
と
し
、
防
災
塔
や
通
信
シ

ス
テ
ム
を
完
備
し
た
ほ
か
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、
屋
上
緑
化
、

井
戸
水
の
多
目
的
利
用
な
ど
環
境

に
も
優
し
い
庁
舎
と
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
ま
で

こ
の
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
合
併
当
初
か
ら
の
課
題
で
し

た
。
平
成
19
年
か
ら
検
討
に
入
り
、

議
会
や
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
学
識

経
験
者
な
ど
多
く
の
人
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
平
成
22
年
に
「
簡
素
に
し
て
機
能
的

で
、
ぬ
く
も
り
と
親
し
み
の
感
じ
ら
れ
る

庁
舎
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
長
浜

市
本
庁
舎
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
。

こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
基
本
設
計
・
実

施
設
計
を
行
い
、
平
成
24
年
４
月
に
建
設

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
10
月

に
は
東
館
が
完
成
し
、
一
部
業
務
を
開
始
。

こ
の
度
西
館
が
完
成
し
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

新 庁 舎 案 内

東館３階　災害対策本部室

災害発生時には、市長の指揮のもと、災害復旧に向け
た意思決定を迅速に行います。

東館１階　市民交流ロビー

地域のふれあいや交流のための行事・イベントなどに
ご利用いただけます。

※多目的ルームおよび市民交流ロビー、市民ギャラリー、
コミュニティルームは４月１日からご利用いただけます。
予約受付など詳しくは１月15日号でお知らせします。

西館１階　多目的ルーム
西
館
３
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市民活動団体などが開催する会議や研修、交流の場な
どにご利用いただけます。

市民の文化・芸術活動の発表や情報発
信の場などにご利用いただけます。

西館１階　福祉コンビニ

しょうがいのある人の働く場づくりと、市役所利用者
の利便性向上のために設置。弁当やおにぎり、パン、
お菓子にジュース、文房具などを販売。
(営業時間：平日８時～18時)

東館６階　議場

庁舎周辺案内図

県産材や姉妹都市ヴェローナ産の石材を壁面に利用し
ています。

１
月
５
日
（
月
）

新
庁
舎
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

■問
庁
舎
整
備
室
（
7
６
５-

６
９
０
７
）

〒５２６－８５０１

長浜市八幡東町６３２番地

６２－４１１１(代表)

２６,１９６㎡

５,１６０㎡

１８,６９９㎡

鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリー

ト造（制震構造）

地上７階　塔屋３階

４４.９０ｍ

来庁者用２０５台

車イス用８台

思いやり駐車場４台

６５.２億円

内訳 新庁舎本体工事費５６.７億円

文書・倉庫等工事３億円

その他５.５億円

新 庁 舎 概 要

住 　 　 所

電 話 番 号

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 　 　 造

階　　　数

建物の高さ

駐 車 台 数

総 事 業 費
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市
で
は
、
下
水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、
農
業

集
落
排
水
の
流
域
下
水
道
へ
の
接
続
や
施
設
設
備
の
長
寿
命

化
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
事
業
を
安
定
的
に
経
営
す
る
た
め

の
具
体
的
方
策
を
示
し
た
「
長
浜
市
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
１
月
14
日
（
水
）
〜
２
月
12
日
（
木
）

【
閲
覧
場
所
】
上
下
水
道
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

※
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
検
索
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

【
提
出
方
法
】
任
意
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

提
出
先

上
下
水
道
課
〈
新
庁
舎
東
館
２
階
〉

〒
５
２
６-

８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２
番
地

7
６
５-

１
６
０
１
　
5
６
５-

１
６
０
２

su
id
o
u
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

市
立
長
浜
病
院
お
よ
び
長
浜
市
立
湖
北
病
院
で
は
、
長
浜

市
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
必
要
な
医
療
を
安
定

的
か
つ
継
続
的
に
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度

で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
次
期
改
革
プ
ラ
ン
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
プ
ラ
ン
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
１
月
23
日
（
金
）
ま
で

【
閲
覧
場
所
】
市
立
長
浜
病
院
経
営
企
画
課
、
長
浜
市
立
湖

北
病
院
管
理
課
、
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
各
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
検
索
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

【
提
出
方
法
】
任
意
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

提
出
先

市
立
長
浜
病
院
経
営
企
画
課
〈
病
院
別
館
２
階
〉

〒
５
２
６-

８
５
８
０
　
大
戌
亥
町
３
１
３
番
地

7
６
８-

２
３
２
５
　
5
６
５-

１
２
５
９

n
ch
@
m
x.b
iw
a.n
e.jp

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
次
世
代

自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
補
助
を
受
け
、
電
気
自
動
車
や

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
用
「
急
速
充
電
器
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
す
る
際
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

担
当
課
ま
で
。

※
利
用
時
に
１
階
案
内
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
土
日
・
祝
日
の
問
合
せ
は
市

役
所
代
表
（
7
６
２-

４
１

１
１
）
ま
で
。

【
利
用
開
始
日
】

１
月
１
日
〜

【
設
置
場
所
】

新
庁
舎
駐
車
場
西
入
口
す
ぐ

（
４
頁
の
庁
舎
周
辺
案
内
図
参
照
）

【
充
電
時
間
】

約
30
分
で
80
％
ま
で
充
電

※
電
気
自
動
車
等
の
利
用
状
況
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
】

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
受
付
　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

【
利
用
料
金
】

無
料
（
当
分
の
間
）

【
対
象
車
両
】

自
家
用
電
気
自
動
車
等
に
限
定

■問
上
下
水
道
課(

7
６
５-

１
６
０
１)

長
浜
市
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

■問
長
浜
病
院
経
営
企
画
課(

7
６
８-

２
３
２
５)

病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン(

改
訂
版)

案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５-

６
５
１
３
）

電
気
自
動
車
等
用「
急
速
充
電
器
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

「第３次行政改革大綱(原案)」「公共施設等総合管理計画(原案)」
に対する意見を募集します ■問行政経営改革室（7６５－６７０２）

合併により、県下有数の市域と12万の人口、多様な

歴史、文化、風土を有する本市では、個性豊かな地域

の特性を生かした活力あるまちづくりを進めています。

一方で、人口減少が進むとともに、公共施設等の大

量更新を迎え、厳しい財政状況が見込まれます。

こうしたことを踏まえて、「協働でつくる 輝きと風

格のあるまち 長浜」の実現を行政運営の面から進める

ため、行政改革の基本的な考え方などを定める「第３

次長浜市行政改革大綱（原案）」と、施設の大量更新

による財政破たんを回避しつつ、よりよき施設を未来

に残していくための「長浜市公共施設等総合管理計画

(原案)」をとりまとめましたので、皆さんからの意見

を募集します。

【募集期間】１月１日(祝)～31日(土)
【閲覧場所】行政経営改革室、市政情報コーナー、市

ホームページ

※次のＱＲコードから検索

することもできます。

【提出方法】任意の様式に①住所②氏名③電話番号を
明記し、直接または郵送（消印有効）、Ｆ

ＡＸ、メールのいずれかで下記まで。

Eメール 

Eメール 

提出先　行政経営改革室〈新庁舎西館４階〉
〒526-8501  八幡東町632番地
7６５－６７０２　5６５－４００６
gyoukaku@city.nagahama.lg.jpEメール 

長
　
浜
　
市
　
の
　
現
　
状
　
・
　
将
　
来
　
の
　
見
　
通
　
し
　
と
　
課
　
題

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展

多
大
な
資
産
の
保
有
に
よ
る

維
持
管
理
費
・
更
新
費
用
の
増
大

・人口減少・少子高齢化が進み、税収の減少と社会保障費や福祉関係経費の増加が見込まれ
ます。また、サービスの需要規模や内容が変化することが予想されます。
・限られた経営資源でサービスの質の維持・向上を図るとともに、今後の財政規模縮小にそ
なえた健全な財政運営の確立が必要となります。

・今後30年～40年で公共施設等が大量に更新時期を迎えますが、更新に必要な経費が将来の
投資見込額を大きく上回ります。
・施設の維持管理費の縮減や財源の確保、類似する公共施設等の競合状態の緩和など、管理
効率の向上に向けた取組みが必要です。さらに、施設の総量縮減や長寿命化などの見直し
による財政負担の軽減が必要です。

0

2

4

6

8
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14

S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

12.0 11.7 11.5 11.5 11.8 12.0 12.2 12.2 12.2 12.0 11.7 11.3 10.9
10.5

12.4 12.412.412.1

万人 

60.8％ 

31.4％ 

54.8％ 

34.1％ 

7.8％ 

11.1％ 

国勢調査人口 将来推計人口 
年少人口は減少傾向  
⇒人口減少が加速 

生産年齢人口（納 
税者）は減少傾向  
⇒税収が減少 

老年人口は増加傾向  
⇒社会保障費や福祉  
　関係経費が増加 

全体人口は減少傾向 

老年人口 
生産年齢人口 
年少人口 

23.8％ 

14.7％ 

61.5％ 
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単年 
（億円） 

累計 
（億円） 

H27 H29 H31 H33 H35 H37 H39 H41 H43 H45 H47 H49 H51 H53 H55 H57 H59 H61 H63 H65

40年間の更新費用総額　　3,027億円（年平均76億円） 

3,027

1,712

更新費用が将来投資 
見込額を上回る。 

1,315億円  
の財源不足 

10年後 20年後 30年後 40年後 

公共建築物 インフラ資産 更新費用累計 投資見込額累計 
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平
成
26
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
平
成
27

年
度
市
県
民
税
の
申
告
受
付
相
談
は
、
下
表
の
申

告
相
談
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
各
支
所
会
場
で
は
、
日
程
が
限
ら
れ
て
お
り
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
相
談
者
が
多
い
場
合
は
、

時
間
内
で
あ
っ
て
も
受
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
支
所
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
開
催
期

間
の
長
い
本
庁
会
場
ま
た
は
北
部
振
興
局
会
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
税
務
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

窓
口
で
は
、
申
告
相
談
を
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

下
記
の
各
会
場
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
】

◎
相
談
内
容
は
、
市
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告

で
医
療
費
控
除
や
途
中
退
職
な
ど
の
還
付
申
告
、
公
的
年

金
等
に
関
す
る
申
告
で
す
。

※
営
業
、
不
動
産
、
配
当
、
譲
渡
（
株
式
含
む
）
所
得
に
関

す
る
こ
と
や
青
色
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
税
務
署
で

お
願
い
し
ま
す
。

◎
事
業
所
得
（
農
業
所
得
含
む
）
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
人
は
、「
収
支
内
訳
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。
所
得
の

収
支
計
算
を
行
い
、
事
前
に
書
類
を
作
成
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
収
支
内
訳
書
を
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
申
告
相
談

の
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人
は
、
平
成
26
年
中
に
支
払
わ

れ
た
医
療
費
の
総
額
を
必
ず
事
前
に
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。（
文
書
料
・
差
額
ベ
ッ
ド
料
金
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
費
用
な
ど
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
ら

な
い
経
費
が
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
健
康
保
険
や
生
命
保
険

な
ど
で
補
て
ん
し
た
保
険
金
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
の
金
額

が
わ
か
る
も
の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
総
額
を
計
算
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
申
告
相

談
会
場
に
お
い
て
、
ご
自
身
で
計
算
し
て
か
ら
の
受
付
に

な
り
ま
す
。

◆
申
告
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
次
号

（
１
月
15
日
号
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
税
務
課
（
7
６
５-

６
５
２
４
）

市
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
相
談
会
場
の
お
知
ら
せ

長
浜
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
が
、
１
月
26
日
（
月
）
か

ら
同
署
内
で
特
設
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
期
間
は
通
常
窓
口
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
の

で
、
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
混
雑
状
況
に
よ
り
、
相
談
受
付
を
早
め
（
16
時
頃
）

に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
大
変
便
利

で
す
！

自
宅
等
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
、
プ
リ
ン
タ
で
申
告
書
が
印
刷
で
き

ま
す
。
こ
の
申
告
書
は
、
郵
送
で
提
出
で
き
る
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
告
書
デ
ー
タ
を
送
信
で
き
る
た
め
、

混
雑
し
た
確
定
申
告
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g

o
.jp
/

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
で
工
場
、
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
や
、

ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
を
貸
し
て
い
る
人
な
ど
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
資
産
（
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な
ど
）
の

こ
と
で
、
土
地
・
家
屋
と
と
も
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
車
両
は
除

き
ま
す
。

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資

産
状
況
に
つ
い
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、
12
月
上
旬
に
申
告
書
類
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
前
年
か
ら
資
産
の
増
減
が
無
い
場
合
や
、

廃
業
し
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
）

な
お
、
新
た
に
開
業
さ
れ
た
人
な
ど
で
申
告
書
類
が
必
要

な
人
は
、
税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
耕
作
業
用
車
両
の
登
録
が
お
済
み
で
な
い
人
は

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
作
業

用
車
両
の
う
ち
、
最
高
速
度
が
時
速
35
㎞
未
満
の
乗
用
装
置

が
あ
る
車
両
は
、
公
道
走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
軽
自
動

車
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

農
耕
作
業
用
車
両
を
お
持
ち
の
人
は
、
登
録
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

長
浜
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
を

１
月
26
日（
月
）か
ら
開
設
し
ま
す

■問
税
務
課
（
7
６
５-

６
５
０
８
）

農
耕
作
業
用
車
両
を

お
持
ち
の
人
へ

■問
税
務
課
（
7
６
５-

６
５
２
３
）

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
末
ま
で
に

問
合
せ
先

長
浜
税
務
署
個
人
課
税
部
門

7
６
２-

６
１
４
４

申
請
窓
口

・
税
務
課
〈
東
館
１
階
〉

・
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

持
ち
物

・
印
鑑
（
認
め
印
可
、
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・
届
出
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
販
売
譲
渡
証
明
書

・
委
任
状
（
納
税
義
務
者
と
届
出
者
が
別
世
帯
の
と
き
）

問合せ先

税 務 課 (7６５－６５２４)

北部振興局 (7８２－５９０１)

浅井支所 (7７４－４３５２)

びわ支所 (7７２－５２５３)

虎姫支所 (7７３－４８５２)

湖北支所 (7７８－８３０１)

高月支所 (7８５－３１１３)

余呉支所 (7８６－３２２３)

西浅井支所 (7８９－１１２１)

申告相談会場 申告相談日 受付時間

本　　庁

北部振興局

湖北支所

びわ文化学習センター
(びわ支所)

高月支所

虎姫生きがいセンター
(虎姫支所)

浅井支所

やまなみセンター
(余呉支所)
西浅井公民館
(西浅井支所)

１階：多目的ルーム

２階：第１・２会議室

１階： １－Ａ会議室

１階：視聴覚室

３階：３－Ｂ会議室

１階：会議室

３階：大会議室

１階：会議室

１階：会議室

２月16日(月)～３月16日(月)

２月16日(月)～２月18日(水)

２月19日(木)～２月23日(月)

２月24日(火)～２月26日(木)

２月27日(金)～３月03日(火)

３月04日(水)～３月06日(金)

３月09日(月)～３月11日(水)

３月12日(木)～３月16日(月)

【午前の部】
８時30分～
11時30分

【午後の部】
13時～16時

※土日を除く。
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軽自動車税の税率が変わります
■問税務課(7６５－６５０８)

４月１日から軽自動車税率が変わります。購入を検討している人はご注意ください。

※軽自動車税は、毎年４月１日に所有している人に課税されます。

①原動機付自転車や125㏄超のバイクなどの車両
平成27年度から新税率が適用されます。

車種の区分
税率(年額)

原動機付自転車

二輪の軽自動車

(側車付きのものを含む)

二輪の小型自動車

小型特殊自動車

排気量50cc以下

排気量50cc超90cc以下

排気量90cc超125cc以下

ミニカー(排気量50cc以下)

排気量125cc超250cc以下

ボートトレーラー

フルトレーラー

排気量250cc超

農耕作業用

その他(フォークリフト等)

平成26年度まで

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

4,000円

1,600円

4,700円

平成27年度以後

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

6,000円

2,000円

5,900円

②軽四輪などの車両
下記とおり新税率が適用されます。

●平成27年３月31日までに新規登録した

車両は、登録後13年を超えるまで現行

税率のままです。

●平成28年度からは、新規登録をした年

月から13年を経過した車両(電気自動車

等を除く)に、経年車重課の税率が適用

されます。

新規登録をした月日は、自動車検査証の

「初度検査年月」欄に記載されています。

軽自動車 車種の区分

三輪のもの

四輪乗用
自家用

営業用

四輪貨物　
自家用

営業用

税率(年額)

平成27年３月31日

までに登録した車両

3,100円

7,200円

5,500円

4,000円

3,000円

平成27年４月１日

以後に登録した車両

3,900円

10,800円

6,900円

5,000円

3,800円

登録後13年超

(経年車重課)

4,600円

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

廃車等の手続きはお済みですか
原動機付自転車や軽自動車等に対する軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有(登録)している場合

に、年税額が課税されます。そのため、４月２日以後に廃車や名義変更されても、月割や減額の制度はなく、
その年度分の税金を納めていただくことになります。

廃車等の手続きが必要な場合
①車両を他人に譲渡または売買したとき

②故障などで車両を廃棄または解体したとき

③車両が盗難にあったとき

④市外に住所が変わったとき

⑤氏名を変更したとき

⑥所有者または使用者が亡くなったとき

廃車等の手続き先
●長浜市ナンバーの原動機付自転車、小型特殊自動車
税務課、北部振興局福祉生活課、各支所

●滋賀ナンバーの普通自動車、125ccを超える二輪車
滋賀運輸支局(守山市木浜町)
7０５０－５５４０－２０６４

●滋賀ナンバーの軽自動車(三輪・四輪)
軽自動車検査協会滋賀事務所(守山市木浜町)
7０５０－３８１６－１８４３
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国
民
健
康
保
険
制
度
の
状
況
や
市
の
取

組
み
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
シ

リ
ー
ズ
国
保
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習
慣
病
が

体
を
蝕
み
ま
す

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
偏
っ
た
食
事
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
、
日
常
生
活
の
習
慣
か
ら
引
き
起

こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、「
サ
イ

レ
ン
ト
・
キ
ラ
ー
（
静
か
な
殺
し
屋
）」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
の
習
慣
か
ら

引
き
起
こ
さ
れ
る
肥
満
や
高
血
糖
な
ど
危

険
因
子
の
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
が
発

症
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
（
グ
ラ
フ

①
参
照
）。

受
け
て
安
心
！
特
定
健
診

生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し
、
重
症

化
の
予
防
に
役
立
つ
の
が
「
特
定
健
診
」

で
す
。

特
定
健
診
は
、
40
歳
以
上
の
被
保
険
者

を
対
象
に
し
て
お
り
、
市
が
実
施
す
る
総

合
健
診
や
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
定
健
診
の
主
な
検
査
項
目
は
、
身
長
、

体
重
、
腹
囲
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
な
ど
で
す
。
簡
単
な
検
査
で
、
比

較
的
短
時
間
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
糖

尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
リ
ス
ク
を
判
定

し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
１
人
当
た
り

医
療
費
は
ど
れ
く
ら
い
!?

グ
ラ
フ
②
は
、
特
定
健
診
を
受
け
た
人

と
受
け
な
か
っ
た
人
の
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
１
人
当
た
り
医
療
費
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。

特
定
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
は
、
生

活
習
慣
病
の
発
見
が
遅
れ
、
症
状
が
悪
化

し
た
段
階
で
治
療
す
る
こ
と
に
な
り
、
医

療
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

特
定
健
診
は
異
常
を
見
つ
け
て

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

特
定
健
診
の
検
査
結
果
で
異
常
が
あ
れ

ば
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
か
ら
食
事
や

運
動
な
ど
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
（
特
定
保
健
指
導
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
は

毎
年
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
？

特
定
健
診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
一

年
前
の
検
査
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
、
食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
自
分
の

「
今
の
健
康
状
態
」
を
知
る
た
め
に
も
、
毎

年
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

本
市
で
は
、
特
定
健
診
を
受
け
る
人
の

割
合
が
少
な
く
、
平
成
22
年
度
か
ら
県
内

で
最
も
低
い
受
診
率
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
多
く
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

特
定
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
電

話
や
ハ
ガ
キ
な
ど
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
ほ

か
、
来
年
度
か
ら
は
特
定
健
診
と
医
療
費

を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
講
座
も
行
い
ま
す
。

自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

「
特
定
健
診
」
で
体
の
中
を
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
早
期
発
見
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、「
医
療
費
を
節
約
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
重
要
性
や
重
複
受

診
の
回
避
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５-

６
５
１
２
）

シ
リ
ー
ズ
国
保

「
生
活
習
慣
病
の
発
見
に
役
立
つ
特
定
健
診
」

グラフ①　心疾患の発症危険度 

危険因子  
肥満、高血糖、高血圧、高脂血症 
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グラフ②　H25生活習慣病に関する１人当たり医療費 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

8,580円 

特定健診を受けた人 特定健診を受けなかった人 

32,959円 

約3.8倍に 
拡大 ！ 

高血圧や糖尿病などは、自覚症状がありません。
特定健診を受けずに約15～20年そのままにしておく
と、大きな病気を引き起こすリスクが高まります。

（医療費）
脳梗塞　　　　１回の入院約82万円
虚血性心疾患　１回の入院約66万円

さらに大きな病気が原因で要介護状態になること
も！本人や家族に大きな影響を及ぼしてしまいます。

国民健康保険の高額療養費制度が
平成27年１月から変わります

■問保険医療課(7６５－６５１２)

高額療養費とは、同一月にかかった医療費の自己負担額が

高額になった場合、一定金額（自己負担限度額）を超えた分

が、後で払い戻される制度です。

平成27年１月診療分から70歳未満の所得区分が見直され、

現行の３区分から５区分になります。

※70歳以上の人、住民税非課税の世帯については変更あり

ません。

※多数回該当とは、過去12か月に、同じ世帯で高額療養費の支給が３回以上あった場合、４回目から適用される

限度額のことです。

●申請方法
申請手続きができるのは診療の翌月１日か

ら２年以内です。申請は、保険医療課、北部

振興局福祉生活課、各支所まで。

【持ち物】
国民健康保険証、医療機関の領収書原本、印

鑑、世帯主名義の口座がわかるもの(通帳等)

70歳未満の自己負担限度額(月額)

変更前〈12月まで〉

区分

Ａ
上位所得

Ｂ
一般所得

Ｃ
非課税
所得

600万円超

600万円以下

住民税非課税

150,000円＋(総医療費－
500,000円)×1％

〈多数回該当：83,400円〉

80,100円＋(総医療費-
267,000円)×1％

〈多数回該当：44,400円〉

35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

所得要件
(基礎控除後の所得)

自己負担限度額

変更後〈平成27年１月から〉

区分

ア

イ

ウ

エ

オ

901万円超

600万円超～
901万円以下

210万円超～
600万円以下

210万円以下

住民税非課税

252,600円＋(総医療費－
842,000円)×1％

〈多数回該当：140,100円〉

167,400円＋(総医療費－
558,000円)×1％

〈多数回該当：93,000円〉

80,100円＋(総医療費－
267,000円)×1％

〈多数回該当：44,400円〉

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

所得要件
(基礎控除後の所得)

自己負担限度額
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（765-6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

12月６日(土)
忘れんで　東日本大震災！　　
震災の風化防止イベント「忘れんで！東日本大震災！！みん

なで歌おう地球風！」が虎姫文化ホールで開催されました。被

災者による経験に基づいた防災のアドバイスや、被災地の人と

のリアルタイム電話での交流、避難所体験なども行われました。

最後には、虎姫小学校児童会と会場が一体となり復興応援ソ

ング「地球風」を大合唱。被災地への想いを一つにし、改めて

防災について考える一日となりました。

12月６日(土)
お正月に向けて　しめ縄を手作りで
日本の伝統文化に親しんでもらい、素敵な正月を迎えてもら

おうと、里山保全に取り組む市民団体「横山はらっぱ倶楽部」
主催のしめ縄作り教室が北郷里公民館で開催されました。
手にとったワラをねじり、縄にしていきますが、なかなかコ

ツをつかめず苦戦。メンバーに助けてもらいながら作業を進め
ていきました。
参加者たちは、世界にひとつだけのしめ縄を手にお正月が待

ち遠しい様子でした。

12月９日(火)
バイオ大学で科学の面白さに触れました
実験を通して科学に興味を持ってもらおうと「科学実験授業

inバイオ大学」が開催され、塩津小学校の５・６年生が参加し

ました。これは小学校の授業の一環として児童が大学に出向き

大学教員から直接指導を受けるという初めて試み。

この日は近江牛と米国産牛肉を見分ける実験などが行われ、

児童は興味津々。身近な食べ物について科学の視点から学びま

した。

12月13日(土)
心温まる湖北のイルミネーション　　
冬の夜を彩る「こほくイルミの広場」の点灯式が湖北支所西

公園で行われ、大勢の親子連れが集まりました。これは速水学

区・地域づくり協議会が毎年行っているイベントで、イルミネ

ーションの光は太陽光から集めたエネルギーを利用しています。

カウントダウンに合わせて一斉にイルミネーションが点灯。

ダンスの発表や豚汁もふるまわれ、心温まるひと時となりまし

た。１月12日まで楽しめます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索
G
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団体名

活動場所

活動PR

「生まれ育った地域を盛り上げたい！」

という志で集まった、高月地域を中心と

した市内出身の20～30代による、地域

おこしボランティア団体です。「11ｍの

玉入れ大会」「あかり祭り」など、若者

ならではの奇抜性のあるイベントを中心

とした地域活性化に取り組んでいます。

「都会で暮らす長浜出身の方に、誇れ

る地元を」「地域で育つ子どもたちに、

思い出と地域愛を」をテーマに活動して

います。

活動仲間も随時募集中です。興味のあ

る人はぜひご連絡ください。

このコーナーでは、市内で活動している団体・サークルを紹介します。
広報紙でＰＲして活動の輪を広げ、仲間を増やしてみませんか。掲載希
望は市民広報室まで（7６５－６５０４）。
※営利や宗教・政治・選挙を目的とするもの、限られた地区の住民が参
加する活動や団体などは掲載できません。

高月にぎやかし隊
〈代表〉布施　直亮さん（7090－6226－1334）

高月地区を中心にどこでも

12月13日(土)
外国語でスピーチに挑戦し 交流を深めました
母国語以外の言語でスピーチする大会「You 弁 in

Nagahama」が臨湖で開催され、大学生や外国籍市民、外国語

を学ぶ市民など16組21人が参加。長浜の魅力や母国の紹介、文

化の違いなどについて語りました。

大会の後は外国籍市民が初めて企画したクリスマスパーティ

ーが行われ、持ち寄った各国の料理やゲームで楽しみながら交

流しました。

12月13日(土)
地元の歴史を研究し　魅力に迫る
歴史に関する自由研究のコンクール「長浜城H-1グランプリ」

の表彰式が長浜城歴史博物館で行われました。４回目となる今

年も小学５・６年生と中学生を対象に「私たちのふるさと　長

浜の歴史や人物について」をテーマに募集し、20点の応募があ

りました。

色々な方法で調べあげられた研究内容に、訪れた保護者や友

の会会員、学校関係者らは、しきりに感心していました。
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このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

注
射
を
打
た
れ
て
泣
く
我
が
子
を

見
る
の
は
誰
で
も
つ
ら
い
も
の
で

す
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
痛
い
思
い
を
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。予

防
接
種
に
は
大
き
く
ふ
た
つ
の

意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
①
接
種
し

た
人
が
か
か
ら
な
い
、
も
し
く
は
か

か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
す
む
と
い
う

こ
と
（
直
接
防
御
効
果
）、
②
ま
わ

り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
、
ま
た
、
当

該
感
染
症
を
撲
滅
す
る
と
い
う
こ
と

（
間
接
防
御
効
果
）
で
す
。
基
本
的

に
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
の
は
自
分
が
病

気
に
か
か
ら
な
い
た
め
で
す
が
、
み

ん
な
が
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ん

な
が
そ
の
病
気
に
か
か
り
に
く
く
な

る
の
で
す
。

10
月
か
ら
水
痘
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

接
種
化
さ
れ
、
特
に
乳
児
期
か
ら
１

歳
代
ま
で
の
予
防
接
種
を
計
画
通
り

に
こ
な
す
の
は
か
な
り
大
変
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
種
類
以

上
の
予
防
接
種
を
同
時
に
受
け
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
同
時
接
種

に
よ
り
効
果
が
弱
ま
っ
た
り
、
副
作

用
が
強
ま
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
子
ど
も
だ
け
の
も
の

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
過
去
に
受
け

た
予
防
接
種
の
効
果
が
、
年
月
と
と

も
に
減
弱
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
人
も
自
分
が
受
け
ら
れ
る
予

防
接
種
は
、
ぜ
ひ
と
も
積
極
的
に
受

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し

て
は
、
母
子
手
帳
や
市
の
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
た
り
、

か
か
り
つ
け
の
医
院
な
ど
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問
市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８-

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院
小児科

副医長　山根 達也

市立病院通信 -CC-

健
康
な
が
は
ま
21
（
第
３
期
）
睡
眠

■問
健
康
推
進
課
（
7
６
５-

７
７
７
９
）

快
眠
で
健
や
か
な
毎
日
を
！

睡
眠
に
は
、
脳
と
体
を
休
ま
せ
、
疲
労

を
回
復
さ
せ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
必
要

な
睡
眠
時
間
は
、
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
、

年
齢
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
。

目
覚
め
た
時
に
疲
れ
が
な
く
、
日
中
の

仕
事
や
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
睡
眠
時
間
は
足
り
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

健
康
な
が
は
ま
21
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
５
人
に
１
人
が
、
い
つ
も
の
睡

眠
で
は
疲
れ
が
と
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

質
の
良
い
快
適
な
睡
眠
を
と
る
た
め
、

下
記
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

年
代
別
快
適
睡
眠
の
ポ
イ
ン
ト
！
　
　

若
い
世
代

夜
更
か
し
を
避
け
て

体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

○
休
日
で
も
、
で
き
る
だ
け
同
じ
時
刻

に
起
床
し
ま
し
ょ
う
。

○
寝
床
に
入
っ
て
か
ら
、
携
帯
電
話
や
ゲ

ー
ム
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

勤
労
世
代

毎
日
し
っ
か
り
睡
眠
時
間
を
確
保
し
て
、

疲
労
回
復
・
能
率
Ｕ
Ｐ
を
図
り
ま
し
ょ
う
！

○
日
中
の
眠
気
に
注
意
し
、
睡
眠
時
間
が

足
り
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

○
午
後
の
早
い
時
刻
の
短
い
昼
寝
（
30
分

以
内
）
は
、
能
率
改
善
に
有
効
で
す
。

熟
年
世
代

朝
晩
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
必
要
以
上
に

睡
眠
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
日
中
に
適
度
な
運
動
を
行
う
と
、
寝

つ
き
や
す
く
な
り
、
熟
睡
感
が
得
ら

れ
ま
す
。

○
眠
く
な
い
の
に
無
理
に
寝
床
に
入
っ

て
も
、
ま
す
ま
す
眠
れ
な
く
な
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
が
ち
で
す
。
眠

く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※
厚
生
労
働
省
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠

指
針
２
０
１
４
」
か
ら
抜
粋

市長 
コラム　 
市長 
コラム　 5555 継

続
は
力
な
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
方
法
で
新
年
の

挨
拶
を
し
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

通
信
手
段
が
発
達
し
た
今
、
訪
問
し
て

直
接
ご
挨
拶
す
る
以
外
に
も
、
電
話
を

か
け
る
人
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
を
使
う

人
、
年
賀
状
を
出
す
人
な
ど
様
々
で
し

ょ
う
。
私
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
寄
稿
す

る
の
と
同
時
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
人
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
年
賀
状

を
書
い
て
い
ま
す
。

12
年
前
の
未
年
用
年
賀
状
の
切
手
の

部
分
を
見
る
と
、
羊
が
一
所
懸
命
マ
フ

ラ
ー
を
編
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
し
っ
か
り
編
み
上
げ

た
マ
フ
ラ
ー
を
自
分
の
首
に
巻
い
て
い

ま
す
。
よ
く
見
る
と
羊
の
体
が
ス
リ
ム

に
な
り
、
自
分
の
毛
で
編
ん
だ
の
か
な

と
想
像
さ
せ
ま
す
。
ウ
ー
ル
１
０
０
％

の
素
敵
な
マ
フ
ラ
ー
を
12
年
か
け
て
編

み
上
げ
た
の
か
と
思
う
と
、
な
ん
と
も

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
市
政
の
舵
取
り
を
お
任
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
元
気
で
活
力

の
あ
る
ま
ち
、
誇
り
の
も
て
る
長
浜
づ

く
り
に
邁
進
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
羊
で
す
。
羊
は
、
群

れ
を
な
す
こ
と
か
ら
家
族
の
安
泰
、
平

和
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
古

来
よ
り
「
羊
雲
が
で
る
と
吉
祥
事
が
あ

る
」
と
い
わ
れ
、
縁
起
の
良
い
動
物
で

も
あ
る
よ
う
で
す
。
自
然
災
害
や
痛
ま

し
い
事
件
が
多
い
昨
今
で
す
が
、
そ
ん

な
羊
に
あ
や
か
り
、
平
和
で
穏
や
か
な

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
切
に
願
っ
て
い

ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

①
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
（
酒
害
相
談
）

保
健
師
や
専
門
の
医
師
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
予
約
制
）

【
対
　
象
】
ア
ル
コ
ー
ル
（
酒
害
）
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
人
お
よ
び
家
族

【
と
　
き
】
１
月
27
日
、
２
月
24
日
、

３
月
24
日
（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

②
ひ
き
こ
も
り
相
談

保
健
師
に
よ
る
事
前
面
接
後
、
必
要
に

応
じ
て
心
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
対
　
象
】
概
ね
高
校
生
以
上
で
、
対
人
関

係
や
社
会
か
ら
ひ
き
こ
も
り
が

ち
な
状
態
で
悩
ん
で
い
る
人
お

よ
び
家
族

【
と
　
き
】
１
月
９
日
、
２
月
13
日
、
３
月

13
日
（
毎
月
第
２
金
曜
日
）

10
時
〜

③
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

【
対
　
象
】
概
ね
高
校
生
以
上
の
ひ
き
こ
も

り
青
年
を
か
か
え
る
家
族

【
と
　
き
】
２
月
13
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

①
②
③
共
通

【
と
こ
ろ
】
長
浜
保
健
所
（
平
方
町
）

【
申
込
み
】
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で

（
予
約
制
）

■問･申
長
浜
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
担
当

（
7
６
５-

６
６
１
０
）

１
・
２
月
は
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す

献
血
者
が
少
な
く
な
る
冬
期
に
、
輸
血

用
血
液
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
新

た
に
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
ホ
テ
ル
献
血
」
を
実
施
し
ま
す

ホ
テ
ル
で
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
空

間
で
献
血
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

【
と
　
き
】
１
月
22
日
（
木
）

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ

２
階
（
港
町
）

【
献
血
の
種
類
】
４
０
０
mL
全
血
献
血

※
申
込
不
要
。
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
市
民
献
血
デ
ー
」

①
毎
月
第
２
土
曜
日

西
友
長
浜
楽
市
店
駐
車
場

②
第
３
木
曜
日

イ
オ
ン
長
浜
店
駐
車
場

※
１
月
15
日
（
木
）
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
①
②
と
も
受
付
時
間
は

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

４
０
０
mL
全
血
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

長
浜
保
健
所
か
ら
の

ご
案
内

■問
健
康
推
進
課

（
7
６
５-

７
７
７
９
）

献
血
に
ご
協
力
を
！

いつもの睡眠で十分休養がとれるか 

十分とれている 
28.6％ 

まったく 
とれていない 
1.6％ 

わからない 2.1％ 

無回答 1.5％ 

あまり 
とれていない 
15.2％ 

まあまあとれている 
51％ 

▲職員と力を合わせ市政運営に取り組みます（新庁舎にて）
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医
療
技
術
の
進
歩
や
生
活
環
境
の
改
善

に
よ
り
、
人
生
80
年
を
超
え
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
本
市
の
65
歳
以
上
人
口
は
、

約
３
万
１
千
人
、
全
人
口
の
約
４
人
に
１

人
（
25
・
６
％
）
の
割
合
で
す
。
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
は
今
後
も
続
き
（
グ
ラ

フ
①
参
照
）、
15
年
後
に
は
約
３
人
に
１
人

（
30
・
３
％
）
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
と
、
介
護
が
必
要
に
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
大
幅
に
増
加
し
、

同
居
家
族
だ
け
で
介
護
を
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
自
立
し

た
生
活
を
送
り
た
い
」
…
誰
し
も
の
願
い

で
す
。

延
ば
そ
う
健
康
寿
命

皆
さ
ん
は
、
健
康
寿
命
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問

題
が
な
く
、
日
常
生
活
を
普
通
に
送
れ
る

期
間
の
こ
と
で
す
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
が
、
介
護

や
入
院
が
必
要
と
な
る
期
間
と
な
り
ま
す

（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

こ
の
期
間
を
い
か
に
短
く
す
る
か
、
い

か
に
健
康
で
長
生
き
で
き
る
か
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
病
気
に
な
ら
ず
、
介
護
を

必
要
と
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
、
自
身
の
機
能
の
低
下
に
い
ち

早
く
気
づ
き
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
機
能
低
下
が
疑
わ
れ
る
人
で
も
、

介
護
予
防
を
行
う
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻

し
た
り
、
状
態
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
か
ら

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、「
心
身
機

能
の
低
下
」
や
「
最
近
気
に
な
る
こ
と
」

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
介
護
が
必
要
に
な
る
前

に
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
適
切
な
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
の
も
の
で

す
。本

市
の
70
歳
〜
79
歳
の
人
（
介
護
認
定

者
を
除
く
）
を
対
象
に
、
心
身
機
能
の
低

下
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
た
結

果
、
回
答
の
あ
っ
た
３
割
の
人
に
機
能
低

下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
運
動
機
能
の
低
下
者
の
割

合
は
43
・
４
％
、
口
腔
機
能
の
低
下
者
も

43
・
８
％
と
、
対
象
者
が
特
に
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
③
）。

こ
れ
を
「
年
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
」

と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
筋
力
は
ま

す
ま
す
低
下
し
、
転
倒
な
ど
で
骨
折
す
る

危
険
性
が
高
く
な
り
、
寝
た
き
り
に
な
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

「
ま
だ
若
い
か
ら
」「
健
康
だ
か
ら
」
で

は
な
く
、
「
若
い
う
ち
」
「
健
康
な
う
ち
」

か
ら
、
予
防
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
地
域
包
括
支
援
課
（
7
６
５-

７
８
４
１
）

知
っ
て
く
だ
さ
い
介
護
保
険
（
第
７
回
）

健
康
寿
命
を
延
ば
す

筋
力
ア
ッ
プ
・
口
腔
体
操
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

冬
場
は
外
出
の
機
会
が
減
り
、
運
動
機

能
が
一
段
と
低
下
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
雑
煮
な
ど
喉
に
詰
ま
ら
せ
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。

今
あ
る
体
力
を
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め

体
を
動
か
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

舌
や
ほ
ほ
な
ど
の
筋
肉
を
き
た
え
る
と
、

飲
み
込
み
力
が
高
ま
り
、
食
べ
物
を
気
管

に
飲
み
込
む
こ
と
で
起
こ
る
肺
炎
（
誤
嚥

性
肺
炎
）
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
宅
で
で
き
る
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
と
、
口
腔
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

※
運
動
回
数
の
目
安
は
、
５
〜
10
回
程
度

で
す
。
反
動
を
つ
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
行

い
ま
し
ょ
う
。

筋
力
ア
ッ
プ
体
操

●
片
足
上
げ
・
ひ
ざ
伸
ば
し
（
左
右
）

①
片
足
を
上
げ
、
足
首
を
手
前
に
曲
げ
、

か
か
と
を
押
し
出
す
よ
う
な
感
じ
で
ひ

ざ
を
ゆ
っ
く
り
伸
ば
す
。

②
そ
の
ま
ま
足
首
を
伸
ば
し
、
も
う
一
度

手
前
に
曲
げ
、

ま
た
伸
ば
し
た

後
、
ひ
ざ
を
曲

げ
、
足
を
下
ろ

す
（
左
右
く
り

返
す
）。

●
か
か
と
の
上
げ
下
げ

イ
ス
の
背
に
軽
く
手
を
つ
け
、
両
足
を

そ
ろ
え
て
立
ち
、
つ
ま
先
を
軸
に
か
か
と

の
上
げ
下
げ
を
ゆ
っ
く
り
静
か
に
く
り
返

す
。

●
片
足
横
上
げ
（
左
右
）

①
イ
ス
の
背
に
軽
く
手
を
つ
け
、
両
足
を

そ
ろ
え
て
立
つ
。

②
片
足
を
横
へ
軽
く
上
げ
３
〜
５
秒
静
止

し
、
ゆ
っ
く
り
下
ろ
す
（
左
右
く
り
返

す
）。

※
イ
ス
は
重
く
て
丈
夫
な
も
の
を
選
ん
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

口
腔
体
操

①
口
を
閉
じ
た
ま
ま
、
ほ
お
を
ふ
く
ら
ま

せ
た
り
、
す
ぼ
め
た
り
す
る
。

②
口
を
大
き
く
開
け
て
舌
を
出
し
た
り
引

っ
込
め
た
り
す
る
。

③
舌
を
出
し
て
上
下
左
右
に
動
か
す
。

【
出
典
】

滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部
健
康
医
療
課

「
介
護
予
防
で
は
つ
ら
つ
生
活
」

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

市
で
は
、
介
護
予
防
の
出
前
講
座
も
行

っ
て
い
ま
す
。
転
ば
な
い
体
づ
く
り
や
食

べ
方
の
工
夫
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
や

仲
間
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
す
る
の
も
良
し
、

仲
間
と
集
ま
っ
て
楽
し
く
運
動
す
る
の
も

良
し
で
す
。
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
よ
う
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
体
を
動
か
し
、
自
分

ら
し
く
イ
キ
イ
キ
と
し
た
豊
か
な
日
常
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
何
か
ら

は
じ
め
ま
す
か
。

グラフ①　市の人口推計(出典資料：国立社会保障・人口問題研究所)

グラフ③　項目別機能低下者の割合

グラフ②　平均寿命と健康寿命との差
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11.2%

119,755
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112,922
108,900
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79.55

70.42

73.62

86.30

男性 

女性 

9.13年 

健康寿命 

12.68年 

平均寿命 

※上記は「国民生活基礎調査(H22)」よる全国平均 

（歳） 

機能低下者  
２７．５％ 

非該当  
７２．５％ 

運動機能リスク  
43.4％ 口腔機能リスク  

43.8％ 

生活機能リスク  
9.8％ 

低栄養リスク  
３％ 
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平
成
27
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
付
け
ま
す

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー

【
受
付
期
間
】

１
月
21
日
（
水
）
〜
２
月
17
日
（
火
）

※
平
日
の
み

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
15
分

【
種
別
・
有
効
期
間
】

・
建
設
工
事
…
１
年
間

・
委
託
業
務
（
設
計
、
測
量
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
施
設
維
持
管
理
な
ど
）
…
１

年
間

・
物
品
（
修
繕
）
…
２
年
間

【
受
付
方
法
】

直
接
ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）
で
左
記

ま
で

※
様
式
等
は
左
記
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
請
先

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
総
務
課

〒
５
２
６-

０
０
２
１
八
幡
中
山
町
２
０
０
番
地

7
６
２-

７
１
４
２

h
ttp
://w
w
w
.ko
h
o
ku
-ko
u
iki.jp

/

長
浜
水
道
企
業
団

【
受
付
期
間
】

２
月
２
日(

月)

〜
12
日(

木)

※
平
日
の
み

【
受
付
時
間
】

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
16
時

【
種
別
】

①
建
設
工
事
　
②
委
託
・
設
計
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
　
③
物
品
調
達
　
④
小
規
模

業
務
登
録

【
受
付
方
法
】

左
記
ま
で
直
接
持
参(

郵
送
不
可)

【
提
出
書
類
】
各
種
別
の
要
綱
に
記
載
。

※
要
綱
お
よ
び
様
式
等
は
、
企
業
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
左
記
担
当
課

で
配
布
（
要
コ
ピ
ー
代
）
も
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ
・
申
請
先

長
浜
水
道
企
業
団
総
務
課

7
６
２-

４
１
０
１

h
ttp
://w
w
w
.eo
n
et.n
e.jp
/̃
n
agasu

i

住
基
カ
ー
ド
が
便
利
で
す
！

成
人
す
る
と
公
的
な
証
明
書
を
提
示
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、「
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
」
が
あ
れ
ば
、
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
が
コ
ン
ビ

ニ
で
取
得
で
き
た
り
、
シ
ュ
ッ
セ
カ
ー
ド

（
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
）
と
し
て
も
使
用
で
き

る
た
め
、
と
て
も
便
利
で
す
。

無
料
と
な
る

こ
の
チ
ャ
ン
ス

に
、
ぜ
ひ
住
基

カ
ー
ド
を
お
作

り
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
な

ど
詳
し
く
は
担

当
課
ま
で
。

【
手
数
料
】
無
料
（
通
常
は
５
０
０
円
）

【
対

象
】
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成

７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

【
無
料
交
付
期
限
】
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
等
を
取
得
す
る
際
の
料
金
が
、
１

月
４
日
（
日
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
と
も

１
通
３
０
０
円
（
変
更
前
２
０
０
円
）

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
必
要
な
も
の

住
基
カ
ー
ド
（
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
設
定
さ
れ
た
も
の
）

●
利
用
時
間

６
時
30
分
〜
23
時

※
年
末
年
始
、
休
止
日
を
除
く
。

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で

利
用
で
き
ま
す
。

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
長
浜
水
道
企
業
団
が
発
注
す
る

建
設
工
事
や
委
託
業
務
、
物
品
調
達
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事

業
者
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■問
長
浜
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー(

7
６
３-

５
８
１
８)

学
校
給
食
展
を
開
催
し
ま
す

■問
市
民
課（
7
６
５-

６
５
１
１
）

新
成
人
へ
住
基
カ
ー
ド
を

無
料
で
交
付
し
ま
す

■問
市
民
課（
7
６
５-

６
５
１
１
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
が

変
更
に
な
り
ま
す

市役所内で「どのような会議」が開催され、
「どのような結果」になったかを概略でお知
らせします。詳しくは市ホームページまで。

市政の動き
(11月16日～12月15日)

会議名など 内　容

11月20日（木）
第４回長浜市地域経営改革会議
担当課：行政経営改革室(7６５－６７０２）

11月25日（火）
第１回長浜市環境審議会
担当課：環境保全課（7６５－６５１３）

11月26日（水）
第５回本庁跡地整備基本構想検討会議
担当課：総務課（7６５－１７１７）

11月28日（金）
第２回長浜市都市計画審議会
担当課：都市計画課（7６５－６５６２）

11月28日（金）
第２回長浜市森林ディレクション審議会
担当課：森林整備課（7６５－６５２６）

12月４日（木）
第７回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課(7６５－７７８９）

12月８日（月）、15日（月）
第１回、第２回長浜市特別職報酬等審議会
担当課：人事課（7６５－６５０２）

12月８日（月）
第２回長浜市空き家対策懇話会
担当課：建築住宅課（7６５－６５３３）

次期行政改革大綱（素案）について事務局から説明を受け、

内容を協議しました。

長浜市環境基本計画における指標ごとの進捗状況について、
事務局から説明を受けました。また、次期計画の策定に向
けたスケジュール等についても説明があり、承認しました。

前回会議後の検討状況や基本構想(パブリックコメント素案)

について、事務局から説明を受け、意見交換を行いました。

田村地区地区計画原案の申し出について審議し、原案に同
意する旨を市長へ答申しました。また、今後の都市計画決
定の予定について、事務局から報告を受けました。

長浜市森づくり計画の６つの基本施策における新たな課題

や、今後のスケジュールなどについて意見交換を行いました。

「第６期ゴールドプランながはま21(高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画)」素案や介護保険料などについて、事務
局から説明を受け、意見交換を行いました。

第１回で役員を選出後、市長・副市長・教育長の給料月額
および議会議員の報酬月額、政務活動費の状況について事
務局から説明を受け、第２回で審議しました。

空き家対策に取り組む上での課題や対策のポイント(視点)
について意見交換を行い、次回会議で改めて検討すること
になりました。

全
国
学
校
給
食
週
間
（
１
月
24
日
〜
30
日
）
の
取
組
み
の

一
環
と
し
て
、
給
食
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

学
校
給
食
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
１
月
24
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

【
と
こ
ろ
】
長
浜
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
南
田
附
町
）

【
内
　
容
】

●
展
示
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

給
食
や
食
育
活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ク
イ
ズ
、
食
育

カ
ル
タ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
各
種
コ
ー
ナ
ー

・
は
し
を
使
っ
た
豆
は
こ
び
ゲ
ー
ム

・
野
菜
を
は
か
る
ゲ
ー
ム

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
工
作
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

そ
の
ほ
か
、
楽
し

い
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。

ご
家
族
そ
ろ
っ

て
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▲昨年の様子
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皆さん、新年明けましておめでとうございます！

今回はブラジルのお正月の習慣について紹介した

いと思います。

ブラジルでも年越しのカウントダウンがあり、零

時になると花火が上がり、シャンパンなどで新年を

祝います。

一般的に、大晦日から新年にかけて白い服装を着

る習慣があります。それに加えて、新しい下着も着

用します。下着の色はそれぞれの願いによって変わ

ります。例えば黄色は金運、赤は恋、ピンクは愛、

白は平和などです。

年越しを海岸で過ごす人たちは、悪いことを海の

底に運んでほしいと願い、イエマンジャ(海の女王)

に様々な贈り物の花束や石けんなどを海に投げます。

その他にも小さなボートに花や願いを書いた紙を乗

せ、流す習慣もあります。

新しい年を元気に過ごせるよう、７回海の波を飛

ぶことでイエマンジャに祈願する人も。

ほかにもいくつかの習慣がありますが、大事なの

は形ではなく、人々

の心の中にある気持

ちだと思います。今

年１年、皆さんにと

って素晴らしい年で

ありますように。

長浜市国際交流員

ソランジェ

『明けまして おめでとうございます！』

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

☆ワンポイントポルトガル語講座☆

Passagem
パ サ ジ ェ ン

de
ヂ

ano
ア ノ

→ 年越し
「sa」と「a」を強く発音

「長浜市住生活基本計画」を策定しました
■問建築住宅課（7６５－６５３３）

少子高齢化と人口減少が進行する中、市内では、空き家の増加や住宅
の安全性の確保など、地域ごとに異なる住宅・住環境を取り巻く様々な
問題が生じています。
これらの問題に対し適切に対応するため、市の住生活における基本理

念や基本目標、施策の展開方向などを定めた「長浜市住生活基本計画」
を策定しましたのでお知らせします。詳しくは市のホームページをご覧
ください。
【計画期間】平成26年12月～平成33年３月

【計画の体系】

今月の日曜日のゴミ持込み日は
１月25日です ■問環境保全課（7６５－６５１３）

湖北広域行政事務センターでは、毎月１回日曜日(原則第４日曜日)に、家庭から

排出されるゴミの持込みをクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリー

ンプラザで受付けています。

◆受付時間(各施設とも) ８時30分～12時、13時～16時30分

〈課　題〉 〈基本目標・施策の展開方向〉 

①多様化する住まい方や地域 
　特性に配慮した住環境の向 
　上を図るには… 

１ 地域の風土に合った住み続けられる住まいづくり 
立地や気候風土に応じた住まいづくり、地域コミュニティが 
維持継承できる住まいづくりを進めます。 

③高齢者やしょうがい者に配 
　慮した住宅・住環境の向上 
　を図るには… 

②安全・安心な住宅・住環境 
　を形成するには… 

④活気に満ちた地域を形成す 
　るには… 

⑤居住の安定性を確保するに 
　は… 

２ 誰もが快適に暮らせる住まいづくり 
多様なライフスタイルに対応した住宅・住環境の形成など、 
誰もが快適に暮らせる住まいづくりを進めます。 

３ 安全・安心な住まいづくり 
安全で長持ちする快適な住宅や子育て環境の充実など、多様 
な世代が安全・安心に暮らせる住まいづくりを進めます。 

６ 住宅セーフティネットが充実する住まいづくり 
公営住宅ストックの有効活用を図り、住宅セーフティネット 
が充実する住まいづくりを進めます。 

４ 高齢者やしょうがい者にやさしい住まいづくり 
住宅・公共施設のバリアフリー化や高齢者向け住宅の供給促 
進など、高齢者やしょうがい者にやさしい住まいづくりを進 
めます。 

５ 新しい暮らしを生み出す住まいづくり 
定住促進と活力創出に向け、空き家や地域資源などを活用し 
ながら、若い世代が住みたい、住み続けたいと思える、新し 
い暮らしを生み出す住まいづくりを進めます。 

〈基本理念〉 

安
全
・
安
心
で
住
み
ご
こ
ち
を
高
め
る
　
豊
か
な
住
ま
い
づ
く
り 

車
に
依
存
し
て
い
る
私
た
ち
の
生
活
を

見
つ
め
直
し
、
公
共
交
通
の
良
さ
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
の
、
行
政
出
前
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
老
人
会
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
、

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。
問
合
せ
は
担
当
課
ま
で
。

【
説
明
内
容
】

・
市
内
の
公
共
交
通
（
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
）
の
現
状

・
自
治
会
か
ら
公

共
交
通
へ
の
ア

ク
セ
ス
方
法

・
マ
イ
カ
ー
と
公

共
交
通
の
か
し

こ
い
使
い
分
け

平
成
26
年
９
月
か
ら
10
月
の
14
日
間

で
路
線
バ
ス
の
利
用
目
的
や
停
留
所
別

の
利
用
頻
度
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
バ
ス
車
内
で
実
施
し
、
約
６
０
０

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
に
通
院
や
買
い
物
、
通
勤
・
通
学

な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ

の
中
で
特
に
「
バ
ス
が
な
け
れ
ば
移
動

で
き
な
い
の
で
今
後
も
ぜ
ひ
存
続
し
て

ほ
し
い
」、「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が

バ
ス
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を
も
と
に
、

よ
り
使
い
や
す
い
バ
ス
ダ
イ
ヤ
、
バ
ス

路
線
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
バ
ス
利
用
の
促
進
に
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

通
院
や
買
い
物
は
公
共
交
通
で
。

上
手
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
！

■問
都
市
計
画
課
交
通
対
策
室
（
7
６
５-

６
５
６
２
）

公
共
交
通
の
利
用
方
法

出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
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大通寺 

北幼稚園 

長浜八幡宮 

長浜赤十字病院 

曳山博物館 
黒壁ガラス館 

長浜図書館 

長浜駅 

長浜鉄道スクエア 

慶雲館 

長浜市役所 

大通寺 

北幼稚園 

長浜八幡宮 

長浜赤十字病院 

曳山博物館 

まちなか居住推進重点区域まちなか居住推進重点区域 
中心市街地活性化基本計画区域中心市街地活性化基本計画区域 
まちなか居住推進重点区域 
中心市街地活性化基本計画区域 

黒壁ガラス館 

長浜図書館 

長浜駅 

長浜鉄道スクエア 

慶雲館 

長浜市役所 

まちなかで住宅を取得する人を応援します
■問長浜駅周辺まちなか活性化室(7６５－６５４５)

右図のまちなか居住推進重点区域内で、
市内本店業者と工事請負契約を締結し、
住宅を新築する場合や空き家を活用する
場合に、建築費用や改修費用の一部を助
成します。
助成金の交付要件や申請方法など、詳

しくは担当室まで問合せください。

制度１　まちなか住宅建築等助成金
まちなかで、自らが居住する個人住宅

を新築等する場合
■限度額 60万円(助成率５％) 
表①の要件に該当する場合は、それぞ
れの額を加算し、最大280万円助成。

制度２　まちなか空き家再生促進助成金
自ら居住するために購入(賃借)した、な

がはま住宅再生バンクに登録された空き
家の改修工事を行う場合
■限度額30万円(助成率10％) 
表②の要件に該当する場合は、それぞ
れの額を加算し、最大230万円助成。

大会用スポーツ施設の利用申込みを受付けます
■問生涯学習・文化スポーツ課(7６５-６５５２)

【対　　象】
平成27年４月１日～平成28年３月31日に開催される

市内大会以上の規模の大会

【受付期間】
１月６日(火)～16日(金)

※休館日・閉庁日を除く。

【申込方法】
①各施設の窓口で直接申込んでください。

※電話、ＦＡＸは不可

②利用希望日が重複した場合は、締切日以降に調整会

議を行います。

【その他】
●利用日の確定後、使用許可を行います。また、体育

館等の屋内施設を利用する場合は、許可を受けてか

ら使用料を納めてください。

●練習試合や交流試合は、大会とはみなしません。

●一般の利用申込みは、利用する２か月前の１日から

受付けます。

社
会
体
育
功
労
者
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀

選
手
等
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

市
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与

し
た
人
や
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
選
手
・
チ

ー
ム
を
表
彰
し
ま
す
。
次
の
基
準
を
満
た
す
人

（
チ
ー
ム
）
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

【
推
薦
基
準
】

◆
社
会
体
育
功
労
者

20
年
以
上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
ま
た
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
青
少
年
健
全
育
成
に
努

め
、
現
在
も
熱
心
に
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
し
て
い

る
人

※
所
属
団
体
長
か
ら
の
推
薦
も
可
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
・
優
秀
チ
ー
ム

文
部
科
学
省
な
ど
公
的
機
関
が
主
催
す
る
県

大
会
で
１
位
、
近
畿
大
会
で
１
〜
４
位
、
全
国

大
会
で
１
〜
８
位
に
入
賞
し
た
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
す
る
選
手
ま
た
は
チ
ー
ム

【
対
象
期
間
】
平
成
26
年
２
月
１
日
（
土
）
〜

平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

【
推
薦
方
法
】
直
接
左
記
ま
で

【
締
　
　
切
】
１
月
15
日
（
木
）

※
詳
細
は
左
記
ま
で
。

※
締
切
日
以
後
、
１
月
末
日
ま
で
の
競
技
会
に

お
い
て
該
当
す
る
場
合
も
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
・
推
薦
書
提
出
先

長
浜
市
体
育
協
会
事
務
局
〈
市
民
体
育
館
内
〉

7
６
３-

９
８
０
６
　

○長浜市民体育館 ○長浜球場 ○長浜市武徳殿
※長浜市民庭球場は改修工事のため、受付を行いま

せん。

■申市民体育館(宮司町　7６３－９８０６)

○長浜市多目的競技場
(陸上競技場、ソフトボール場、ゲートボール場)

○長浜市レクリエーション広場
※レクリエーション広場は、７・８月を除いて受付

を行います。

■申神照運動公園事務所(神照町　7６５－３３９９)

○長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
○浅井ふれあいグラウンド　○浅井球場　
○浅井体育館　○浅井文化スポーツ公園テニスコート
■申浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター

(大依町　7７４－３３５５)

○びわ体育館
■申びわ体育館(早崎町　7７２－２５４８)

○高月運動広場(運動場・体育館・テニスコート)
■申高月公民館(高月町渡岸寺　7８５－５２０４)

○木之本運動広場(運動場・体育館)
■申木之本運動広場体育館

(木之本町西山　7８２－４１１９)

○西浅井運動広場(運動場・体育館・テニスコート・
グラウンドゴルフ場)

○西浅井いきいきホール
■申西浅井公民館(西浅井町大浦　7８９－１１２５)

※虎姫・湖北・余呉支所管内のスポーツ施設は、
各支所まで。

表①【制度１関係】

■問
都
市
計
画
課
（
7
６
５
‐
６
５
６
２
）

都
市
計
画
案
の
縦
覧
・
説
明
会

を
行
い
ま
す

市
の
都
市
計
画
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
縦

覧
お
よ
び
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
案

彦
根
長
浜
都
市
計
画
の
①
用
途
地
域
の
変
更
（
田
村

町
）
②
地
区
計
画
の
変
更
（
田
村
町
・
寺
田
町
）
③
田

村
山
風
致
地
区
の
変
更

■
縦
覧

【
告
示
日
】
１
月
９
日
（
金
）

【
期
　
間
】
１
月
９
日
（
金
）
〜
23
日
（
金
）

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
場
　
所
】
都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉

【
意
見
提
出
】

意
見
の
あ
る
人
は
、
所
定
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
１
月
23
日
（
金
）
ま
で

に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
告
示
日
以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
計
画
（
案
）
・

意
見
書
様
式
の
閲
覧
お
よ
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き

ま
す
。

【
提
出
先
・
問
合
せ
先
】
都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉

■
説
明
会

【
と
　
き
】
１
月
21
日
（
水
）
19
時
〜

【
と
こ
ろ
】
新
庁
舎
東
館
　
１
階
多
目
的
ル
ー
ム
２
・
３

※
申
込
不
要

加算メニュー

①住宅建築のために平成26年４月

１日以降に敷地の所有権または

借地権を新たに取得した場合

②子育て世帯の場合

③多世代同居世帯の場合

④多子世帯の場合

限度額

100万円

50万円

50万円

20万円

助成率

４％

２％

２％

１％

表②【制度２関係】

加算メニュー

①空き家の再生のために平成26年

４月１日以降に敷地の所有権また

は借地権を新たに取得した場合

②子育て世帯の場合

③認定町家を再生する場合

限度額

100万円

50万円

50万円

助成率

７％

３.５％

３.５％
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下
坂
家
は
、
坂
田
郡
下
坂
中
村
（
長
浜

市
下
坂
中
町
）
に
居
住
し
た
湖
北
の
有
力

な
地
侍
（
土
豪
）
で
す
。
そ
の
活
動
は
、

南
北
朝
時
代
か
ら
確
認
で
き
、
足
利
幕
府

方
（
北
朝
）
の
武
将
と
し
て
守
護
京
極
氏

の
軍
事
指
揮
下
に
入
っ
て
活
躍
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
戦
国
時
代

に
は
、
一
族
の
「
左
馬
助
」
家
は
京
極
氏

の
家
臣
と
し
て
、
一
方
「
四
郎
三
郎
」
家

は
浅
井
氏
の
家
臣
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。「
四
郎
三
郎
」
は
織
田
信
長
の
小
谷

城
攻
め
に
あ
っ
て
も
籠
城
し
、
そ
の
功
績

に
対
し
て
浅
井
長
政
か
ら
は
領
地

を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
は
地
域
の
「
郷
士
」
的
身
分
と

し
て
、
明
治
以
降
の
近
代
は
名
望

家
と
し
て
、
地
域
で
は
「
幸
内
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
家
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
下
坂
家
に
伝
来
し
た
「
下

坂
家
文
書
」
は
、
巻
子
（
巻
物
）

11
巻
、
一
枚
も
の
３
０
２
通
、
冊

子
１
４
３
冊
、
絵
図
９
枚
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝
時

代
か
ら
明
治
初
期
の
下
坂
家
や
地

域
の
情
勢
を
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
貴
重
な
の
は
、
冒

頭
に
記
し
た
中
世
（
南
北
朝
時
代

〜
戦
国
時
代
）
の
古
文
書
が
収
め

ら
れ
た
「
甲
巻
」
で
す
。
こ
の
中

に
は
、
戦
国
大
名
浅
井
氏
三
代
の

文
書
が
、
初
代
亮
政
の
文
書
５
通
、

二
代
久
政
の
文
書
３
通
、
先
ほ
ど

記
し
た
三
代
長
政
の
文
書
１
通
が

存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
合
計

９
通
に
の
ぼ
る
浅
井
氏
当
主
文
書

が
残
る
の
は
、
同
氏
領
国
下
の
地

侍
伝
来
文
書
と
し
て
は
最
も
多
く
、
本
文

書
群
の
価
値
を
高
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
江
戸
時
代
の
文
書
と
し
て
、

湖
北
の
「
郷
士
」
間
や
彦
根
藩
士
ら
と
の

往
復
書
簡
、
田
村
山
の
麓
に
あ
っ
た
只
越

社
（
現
在
は
忍
海
神
社
に
合
祀
）
を
め
ぐ

る
裁
判
に
関
す
る
古
文
書
、
さ
ら
に
菩
提

寺
・
不
断
光
院
の
経
営
に
関
す
る
文
書
を

収
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
坂
家
か
ら
出

た
幕
末
の
志
士
・
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る

板
倉
槐
堂
・
江
馬
天
江
兄
弟
と
、
下
坂
家

当
主
（
２
人
の
兄
に
当
た
る
）
高
凱
と
の

往
復
書
簡
も
多
数
現
存
し
、
解
明
が
進
ん

で
い
な
い
幕
末
の
長
浜
を
考
え
る
際
の
基

本
史
料
と
も
言
え
ま
す
。

昨
年
末
、
下
坂
家
の
当
主
で
あ
ら
れ
る

下
坂
幸
正
氏
の
ご
厚
意
で
、
こ
の
貴
重
な

文
書
群
を
市
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
保
管
を
担
当
し
ま
す
長
浜
城
歴
史
博

物
館
で
は
、
地
域
の
魅
力
発
信
の
題
材
と

し
て
、
有
効
に
活
用
し
つ
つ
、
永
く
保
存

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■問
長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
7
６
３-

４
６
１
１
）

シリーズ○
 45

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、446件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成26年４月１日現在

長浜市指定有形文化財(書跡)

下坂家文書　697点
指定年月日　平成８年９月１日

▲浅井長政書状　下坂四郎三郎宛

「
春
よ
恋
　
は
や
く
恋
パ
ー
テ
ィ
ー
」

〜
春
の
は
じ
ま
り
に
　
い
い
出
会
い
み
つ
け
ま
せ
ん
か
〜

主
催：

湖
北
地
区
結
婚
相
談
員
連
絡
会

【
と
　
き
】
２
月
22
日
（
日
）
13
時
〜

【
と
こ
ろ
】
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
（
港
町
）

【
内
　
容
】
自
己
紹
介
、
デ
ザ
ー
ト
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
＆
ト
ー
ク
＆

ゲ
ー
ム
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
発
表

【
対
　
象
】
50
歳
以
下
の
独
身
の
男
女

男
性
は
長
浜
市
・
米
原
市
在
住
（
特
に
農
業
従

事
者
等
歓
迎
）、
女
性
は
地
域
を
問
い
ま
せ
ん
。

【
定
　
員
】
男
女
合
わ
せ
て
40
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

【
参
加
費
】
男
性
５
０
０
０
円

女
性
３
０
０
０
円

（
当
日
払
い
）

【
申
込
み
】
①
氏
名
②
住
所
③

連
絡
先
（
携
帯
な

ど
）
④
性
別
⑤
生

年
月
日
⑥
職
業
を

電
話
、
メ
ー
ル
等

で
左
記
ま
で
。

【
受
付
期
間
】
１
月
６
日
（
火
）
〜
２
月
３
日
（
火
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時

※
抽
選
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
確
定
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
負
担
金
が
必
要
で
す
。

■問･申
湖
北
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
（
公
園
町
）

7
６
２-

４
１
４
３
　
5
６
２-

４
１
４
４

ko
h
o
ku
-n
o
u
gyo
u
@
tree.o

d
n
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長
浜
城
歴
史
博
物
館
友
の
会

創
立
30
周
年
記
念
事
業

「
石
田
三
成
〜
そ
の
再
評
価
と
魅
力
発
信
〜
」

長
浜
城
歴
史
博
物
館
友
の
会
は
、
今
年
30
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
考
古
や
歴
史
、
民
俗
に
関
心
を
寄
せ
る
人
た
ち
が
集

ま
り
、
博
物
館
活
動
に
協
力
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
に
理
解

を
深
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
」
を
目
的
に
、

長
浜
城
歴
史
博
物
館
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
創
立
30
周
年
を
祝
賀
す
る
と
と
も
に
、
友
の

会
活
動
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
、
記
念
事
業
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】
１
月
24
日
（
土
）
14
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
（
港
町
）

【
内
　
容
】
記
念
講
演
会
や
記
念
対
談
で
、
三
成
の
魅
力
を

語
り
ま
す
。

※
参
加
費
無
料
、
申
込
み
は
左
記
ま
で
。

友
の
会
　
新
規
会
員
募
集
中
！

長
浜
城
歴
史
博
物
館
の
活
動
や
、
長
浜
の
歴
史
・
文
化
に

つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
は
左
記
ま
で

（
年
会
費
あ
り
）。

■問･申
長
浜
城
歴
史
博
物
館
友
の
会
事
務
局

〈
長
浜
城
歴
史
博
物
館
内
〉
7
６
３-

４
６
１
１

第
64
回
長
浜
盆
梅
展
　

長
浜
の
早
春
の
風

物
詩
「
長
浜
盆
梅
展
」

は
、
い
つ
お
越
し
い

た
だ
い
て
も
見
ご
ろ

を
迎
え
た
盆
梅
を
ご

堪
能
い
た
だ
け
る
よ

う
、
約
90
鉢
を
入
れ

替
え
な
が
ら
展
示
し

ま
す
。

【
会
　
期
】

１
月
10
日
（
土
）
〜

３
月
10
日
（
火
）

※
会
期
中
無
休

【
時
　
間
】

９
時
〜
17
時
（
入
館

は
16
時
30
分
ま
で
）

【
会
　
場
】
慶
雲
館
（
港
町
）

【
観
覧
料
金
】
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

昼
間
と
は
一
味
違
っ
た
幻
想
的
な
盆
梅
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

【
期
　
間
】
２
月
７
日
（
土
）
〜

３
月
８
日
（
日
）

【
時
　
間
】
20
時
30
分
ま
で

（
入
館
は
20
時
ま
で
）

■問･申
長
浜
観
光
協
会

（
7
６
５-

６
５
２
１
）

Eメール 

第64回 

観覧割引券 
１枚につき２人まで、 
２割引で入館できます。 

【有効期間】 

１月10日(土)～３月10日(火) 
※点線で切り取ってお持ちください。 
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有料広告欄

【と　き】１月10日(土)
９時　　　 出初式(受付８時30分～)
10時30分 表彰式

【ところ】豊公園自由広場、長浜文化
芸術会館(大島町)

■問滋賀県消防協会長浜支部事務局
〈湖北地域消防本部長浜消防署内〉
(7６２－９１９４)

■問彦根労働基準監督署
(7０７４９－２２－０６５４)

１月10日は110番の日です。110番
は警察の緊急窓口で、事件・事故の
際は速やかに通報してください。
※緊急以外の相談は（＃９１１０）
または、最寄りの警察署まで。

【と　き】１月10日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町)
【内　容】特売セール、うどん・そ

ば・おにぎり・いなり寿

司、福引抽選会、青果・
鮮魚販売コーナー

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００) 

巨大すごろくを作って一緒にあそぼ
う。お正月のおもちゃやおみくじも。
【と　き】１月12日(月・祝)

13時～16時
【ところ】臨湖(港町)
【参加費】100円(１歳以下無料)
■問･申臨湖(7６５－２１２０)

誰もが参加できる音楽祭。大手レコ
ード会社が審査する本気のカラオケ
大会やこだわりマーケットも充実。
【と　き】1月17日(土)・18日(日)

両日共に12時30分開演(12
時開場)

【ところ】長浜文化芸術会館(大島町)
【内　容】カラオケ大会、ライブ、音

楽発表会、マーケットブー
ス(11時～)

【入場料】前売 500円 当日700円
※2日間通し※未就学児無料
■問びわこチャレンジ音楽祭実行委員会
（7０７０－５２５０－２３４４）

湖北野鳥センターで、大迫力のオオ
ワシをじっくり観察します。
【と　き】１月18日(日)

９時30分～12時
【入館料】大人200円、子ども100円

※市内小中学生は無料
■問湖北野鳥センター(7７９－１２８９)

フェルトを使って、手のひらにのる
かわいいひな人形を作ります。子ど
もから大人まで、初めての人も気軽
にどうぞ。

【と　き】２月７日(土)
13時30分～15時

【ところ】浅井歴史民俗資料館糸姫の
館(大依町)

【定　員】20人(先着順、要申込)
【参加費】500円
【持ち物】木工ボンド、はさみ
■■問･申浅井歴史民俗資料館

(7７４－０１０１)※月曜休館

52年間続いた大谷保育園が、３月で
閉園します。思い出深い園舎の最後
を飾るセレモニーに参加しませんか。
【と　き】３月21日(土)13時～16時
【ところ】大谷保育園(元浜町)
【内　容】園舎の見学、アルバム閲覧

(保育園の歩み)、遊戯室で
の演奏会(北中ブラスバン
ド部)、みんなで踊るフォ
ーチュンクッキーなど

【申込み】２月27日(金)締切。平日９時
～16時に電話で下記まで。

※応募者多数の場合は抽選。
■問･申大谷保育園閉園セレモニー実行
委員会(7６２－２８８３)

中小企業で働く若手社員対象に、会
社が期待する中核社員をめざし「ビ
ジネスの基本スキル」を強化します。
【と　き】２月６日(金)

９時30分～16時30分
【ところ】湖北合同庁舎(平方町)
【内　容】言葉づかい、電話対応、コ

ミュニケーション能力の強
化など

【講　師】土居佐和子氏
【定　員】25人程(応募多数時抽選)
【参加費】無料

【申込み】１月23日(金)までに氏名、
連絡先を下記まで。

■問･申県立高等技術専門校(担当：安田)
(7０７７－５６４－３２９６
5０７７－５６５－１８６７
yasuda-shigeru@pref.shiga.lg.jp)

看護職資格をお持ちで就職・再就職を
考えている人はぜひお越しください。
【と　き】１月14日(水)、26日(月)

２月９日(月)、23日(月)
３月９日(月)、23日(月)
13時～16時(予約不要)

【ところ】ハローワーク長浜(南高田町)
■問県ナースセンター〈県看護協会内〉
(7０７７－５６４－９４９４)

福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお立ち寄りください。
【と　き】１月15日(木)

13時30分～16時
【ところ】湖北支所(湖北町速水)
■問湖北介護・福祉人材センター
(7６４－５１２５)

所得税・相続税などの税全般に関す
る相談を税理士が無料で受付けます。
（秘密厳守）
【と　き】１月20日(火)、２月17日(火)

13時30分～16時30分
【ところ】市役所東館２階

２－Ａ会議室(八幡東町)
【定　員】各６人(先着順・事前予約可)
■問･申税務課(7６５－６５２４)

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

◆きゃんせ土曜市

◆お正月こどもイベント

◆山本山のオオワシを見てみよう

◆びわこチャレンジ音楽祭2015

◆ひな人形をつくろう！

◆大谷保育園閉園セレモニー

◆特定(産業別)最低賃金が
改定されました

◆緊急時の事件・事故はすぐに110番

◆消防出初式

◆近畿税理士会長浜支部
税の無料相談

◆「ビジネスの基本力」研修

◆看護職のための就職相談

◆福祉のお仕事探し出張相談

お知らせ

催　し

講座・教室

5,000

相　談

Eメール 

不用品交換情報(12月５日現在))

ください（無料）
○自転車（大人用・子ども用）○大火鉢
（紺色）○腹筋用トレーニングマシン○こ
たつ○一人用冷蔵庫○電気毛布○補助付
き三輪車○冷凍庫付き冷蔵庫○鍬（クワ）
○両刃のナタ○水銀式体温計○電気かん
な○投網○DVDレコーダー

ゆずってください（有料）
○自転車（大人用・子ども用）○腹筋用
トレーニングマシン

あげます（無料）
○家庭用シュレッダー○ベビーだんす○
子ども用ハイチェア○チェストドレッサ
ー○子ども用室内ジャングルジム○木枠
のベッド○石製の調理台○２口コンロ○
男の子用自転車（２４インチ）○素焼き
の植木鉢○DVDレコーダー

ゆずります（有料）
○直管蛍光灯器具○電子レンジ（加熱の
み）○除湿機○オーブントースター○室
内用車椅子

※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、両者の話合いで
決定していただきます。

■問環境保全課(7６５－６５１３)

１月の税・料

市県民税　　　　　　　　　　　４期
国民健康保険料　　　　　　　　８期
介護保険料　　　　　　　　　　８期
後期高齢者医療保険料　　　　　７期

【診療日】１月１日、２日、３日、
４日、11日、12日、18日、
25日、２月１日、８日、
11日、15日、22日

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】宮司町1181－2
【電話番号】６５－１５２５
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
※電話番号はお間違えのないようご注
意ください。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
１・２月の診療日のお知らせ 【と　き】１月６日(火)10時～14時

１月17日(土)12時～16時
２月３日(火)10時～14時

【ところ】市民交流センター和室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：市民交流センター
(7６５－３３６６)

女性の悩み相談(要予約)

【長浜地域】１月22日(木)18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】１月23日(金)17時～19時
七尾公民館（佐野町）

【びわ地域】１月23日(金)19時30分～21時
びわ公民館（難波町）

【虎姫地域】１月23日(金)18時～20時
虎姫時遊館（三川町）

【湖北地域】１月15日(木)18時～20時
湖北福祉ステーション・高齢
者福祉センター（湖北町速水）

【高月地域】１月14日(水)13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】１月15日(木)15時～17時
公立木之本公民館（北部振興局内）

【余呉地域】１月24日(土)10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】１月21日(水)13時～15時
西浅井公民館（西浅井支所内）

■問社会福祉課(7６５－６５３６)
市ホームページ「結婚支援」で検索
またはQRコード

※いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※登録の有効期限は３年です。
再登録を希望する人は、各会場で申
請をお願いします。

結婚相談

(平成26年12月27日発効)

新繊維工業

窯業・土石製品製造業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

精密・電気機械器具製造業

各種商品小売業

自動車・同附属品製造業

時間額

760円

848円

775円

847円

830円

775円

851円



まちの

人口
平成26年12月１日現在　　人口　121,879人　　　男　59,560人　　　女　62,319人　　　世帯数　44,504世帯

平成26年11月中の異動　　転入　186人　　　転出　171人　　　出生 78人　　　死亡 99人　　　婚姻 73件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報室（7６５－６５０４）まで申込みください。
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平
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４
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生
ま
れ
）

（
余
呉
町
新
堂
）

お
世
話
が
上
手
な
お
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ち
ゃ
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お
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の

「
い
な
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な
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ば
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」
が
お
気
に
入
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の
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。

ず
っ
と
仲
良
し
で
ね
0

歴史ある美の祭典「ミス・ユニバー
ス・ジャパン」。その滋賀大会で見事グ
ランプリに輝いた田中さん。
応募のきっかけは、ＴＶでみたビュ

ーティキャンプ。同世代の女性たちが、
自分の容姿・内面を磨くために努力す
る姿に心が動かされ、知人の勧めもあ
って応募を決意。「この経験を将来の糧
にしたい。出るからには１番をめざす」
と、食事の節制や筋力トレーニングを
毎日続けながら、正しい所作や話し方、
気遣いなどを普段から意識し、本物の
美を追求してきました。
恵まれた美貌と、しとやかで気品あ

ふれる田中さん。県内の大学に通い、
マーケティング理論やまちづくりなど

を学びながら、サークル活動、バイト
など活発に過ごします。バレーボール
やソフトボール、陸上など体を動かす
ことも大好きで、中学時代には、駅伝
の近畿大会に出場したことも。「努力の
結果が実を結ぶ達成感や、諦めない心
をスポーツから学んだ」と言います。
そんな田中さんにとって家族とは、

「いつも私を信じ、理解し、支え、優し
く見守ってくれる」存在だそう。「同じ
女性として尊敬している」というお母
さんからかけられたグランプリ受賞の
ときの言葉、「おめでとう」がとても嬉
しかったと言います。
３月に東京で開催される「ミス・ユ

ニバース・ジャパン」の全国大会に向

け、「滋賀代表としての自覚と覚悟をも
って臨みたい」と、抱負を語りました。
観光客で賑わう黒壁や多くの人たち

に愛される曳山まつりなど、魅力いっ
ぱいの地元に対する思いも強く、「まち
のＰＲや、大勢の若者で賑わうイベン
トなどに関われたら」と笑顔で話しま
した。
今年成人式を迎える田中さん。将来

進む道は、まだ決めていないそうです
が、「いつも自分の可能性を信じ、いろ
んなことに挑戦して、経験したすべて
が夢の実現や人生の糧につながれば」
と、力みがありません。
田中さんの未来は前途洋洋。無限の

可能性が広がっています。

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。

けんとくん☆

いつもニコニコ笑顔をありがとう0

これからもスクスク成長してね0
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（
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町
）

撮影場所：黒壁ガラス館(元浜町)
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